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カリキュラム・ポリシ－ 

■教育課程編成・実施の⽅針（カリキュラム・ポリシー） 

健康科学部では、ディプロマ・ポリシーで掲げた専門的知識や技術の修得と実践力を育み、専門職者としての

責任感や倫理観及び他の人々と協働する等の態度を身に付けた人材を育成するために、以下の方針に基づき教育

課程を編成する。 

１ 専門的知識・技術を獲得し、それらが持つ社会的意義と役割を理解し、さらに多様な専門分野の人々と協働

することができ、責任感や倫理観に基づいた総合的・創造的な実践力を身に付けられるように、講義・演習・

実験・学外実習を通して段階的に高めていく教育課程を編成する。 

２ 自ら学修上の問題に気づき、その原因を探求して克服しながら成長できる人材を養成するために、具体的な

授業内容と到達目標を明確にし、さらに授業以外で学習すべき内容を明確にし、その成果を適切にフィード

バックする教育を実施する。そのため、学習ポートフォリオを導入し、学生が自らの学びを振り返り、目標

を立てて達成度を確認しながら、学習への主体性を育む教育を実施する。 

３ 課題を発見して分析し実践する力の向上を目指してアクティブ・ラーニングを導入し、学生が仲間と議論し

協働することや、リーダーシップやチームワークを発揮して主体的に問題解決に取り組む教育を実施する。 

４ 学生自身が専門職としての自覚と誇りを持ち、具体的な将来展望を描くことができ、学び続ける姿勢を持て

るようなキャリア教育を実施する。 

 以上の方針の下、獲得された学習成果を高知学園大学アセスメント・ポリシーに基づいて客観的かつ厳格に

評価する。各科目の評価方法はシラバスで示し、その方法に従って評価する。 

■管理栄養学科 

管理栄養学科は、学生が健康科学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を獲得するために、以下の方針

に基づいて教育課程を編成する。 

１ 食に関わる健康の問題解決を図るための教養教育と専門教育の教育課程を編成する。食と栄養に関する知識

と技術を修得し、管理栄養士の社会的な役割を理解するとともに、その知識と技術を活用する応用力・実践力

を養う教育を実施する。 

２ 健康に関する問題に食と栄養の側面から気づき、その原因を探求して適切な判断と、問題解決を図る活動を

取り入れた教育課程を編成する。自ら計画を立てて学習に取り組むようアクティブ・ラーニング等、学生の主

体性を育み表現力や傾聴力などを養う教育を実施する。 

３ 多様な専門職者と協働することができるように、各種専門職の特徴や役割を理解し、他の専門分野の学生と

協働しながら、総合的に健康を学ぶ教育課程を編成する。 

４ チーム医療で必要となる医療業種間の業務の違いや、多様な専門分野の役割を理解するとともに、管理栄養

士の医療における役割や立場を理解し、他者と協働するための教育を実施する。学科を越えた共通科目による他

職種間連携のフィールドワーク等を取り入れた実践的教育を実施する。 
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■臨床検査学科 

 臨床検査学科は、学生が健康科学部ディプロマ・ポリシーに掲げる資質・能力を獲得することによって、現代

医療に貢献できる臨床検査技師を養成するため、以下の方針に基づいて教育課程を編成し実施する。 

１ 保健医療に貢献する人材として、広い視野をもち専門性と責任感を有し問題解決を図ることができるために、

教養教育と専門教育を編成する。人体の理解を柱に専門知識や技術の基盤を身につけ、実践力や応用力を養

う教育を実施する。 

２ 医療人として自己の役割を認識し、更なる成長を果たすため、グループ活動他アクティブ・ラーニングを取

り入れるなど、他者との相互理解を深め、目標を立てて主体的に学ぶ教育を実施する。 

３ 医療人としての研究的視点を獲得するため、卒業研究やその発表等を通して、創造性、主体性、表現力及び

倫理観を育む教育を実施する。 

４ チーム医療で必要となる医療業種間の業務の違いや多様な専門分野の役割を理解するとともに、臨床検査技

師の医療における役割や立場を理解し、他者と協働するための教育を実施する。学科を越えた共通科目によ

る他職種間連携のフィールドワークなどを取り入れた実践的教育を実施する。 


